「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
星野公平ニュース

Ｎｏ．１２６　　２０１０年　１２　月　９　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団)

住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５　
ひど過ぎる「介護保険」の見直し案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ２０００年に創設されて以来１０年を迎えた介護保険制度は、「介護の社会化」をうたい文句に公的な介護体制を確立し、その財源は、公費と国民が負担する保険料・利用料でまかなうとしてきました。２０１２年度からの介護保険制度の改定は、公費負担の引き上げについてはまったく認めず、保険料の引き上げを抑えるには利用者の負担増か給付削減しかないとしています。これでは“負担あって介護なし”といわれる、介護保険の実態をいっそう深刻にします。保険料の引き上げを抑え、利用者の要望にこたえて安心できる制度にするため、公費負担の大幅な引き上げに踏み切るべきです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ自公政府のもとで社会保障費抑制のため公的な介護の整備は遅れ、国民には給付の抑制と負担強化が押し付けられてきました。問題の根本には、介護を必要とする高齢者が増え、費用は増えざるをえないのに、それを支える責任を果たそうとしない政府の姿勢があります。厚生労働省の｢見直し｣案が示している６５歳以上の保険料が５２００円程度にまでアップするのがいやなら､利用者の自己負担額の２割(現行１割)への引き上げや｢軽度｣の利用者への給付縮小などが必要になるという試算は､高齢者への脅し以外の､なにものでもありません｡高齢者は長年にわたって社会に貢献してきた、文字通り「国民の宝」です。そうした高齢者が安心して老後を送れるよう、介護や医療、年金などの体制を整えることは文字通り国と社会の責任です。高齢者から介護を取り上げ､｢姥捨て山」といわれる差別医療も続けるのでは、民主党政権はその役割を果たしていません。
星野公平のモットー　　安心できる教育･医療･老後を
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月２９００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）
２０１０年１２月定例議会スケジュール

１２月　７日（火）　午前１０時　　本会議開会（役員改選）

１２月　８日（水）　午前１０時　　本会議（役員改選、議案上程・説明）

１２月１４日（火）～１７日（金）
午前１０時  　本会議（議案質疑・一般質問）
１２月２０日（月）～２１日（火）  午前１０時　　常任委員会
１２月２４日（金）　午後　１時  　本会議(委員長報告、討論、議決）閉会
日本共産党桑名市議団は、３名から２名になったために正式会派として認められず、各派代表者会議・議会運営委員会にはオブザーバーとして参加します。
提出された議案は、平成２２年度一般会計・国民健康保健・介護保険・後期高齢者医療・水道・下水道会計の補正予算６議案、条例の一部改正（大山田南学童保育所の新設と多度青葉小の新設）２議案、上下水道統合に関する条例１議案、公の施設の指定管理者の指定（総合福祉会館等を桑名社協に）条例１議案、その他２議案の計１２議案です。他に、報告２件と請願が１件（ＴＰＰ参加反対、日本農業の再生を求める請願）あります。

一般会計補正は総額１，３２６百万円で、駅西土地区画整理３６６百万円、人件費補正３０６百万円、予防接種事業２９７百万円、障害者自立支援関係１２１百万円、生活保護費９７百万円、伊賀町水路整備５２百万円、市道改良事業５０百万円等となっています。気になるところでは、新病院整備調査研究費（山本病院の調査等）に１４百万円、総合計画策定事業費（前期の評価と後期の策定）４百万円が委託料として上げられています。国民健康保健事業特別会計補正は一昨年の分として１０８百万円の償還金増が発生しています。

１２月議会の議案質疑・一般質問が１４日（火）より始まります。今回、星野公平は一般質問を予定しており、選挙期間中訴えた４つの仕事とこの間の皆さんからの要求をもとに質問を組み立てています。

４つの仕事

１、汚職や不正を情報公開で徹底究明し、再発を許さない。

２、社会的弱者（高齢者･障害者）の福祉を守る。

３、都市計画マスタープランを順守し、市内の緑と景観を守る。

４、無駄な事業を見直し、税金は市民のために使う。

予定している一般質問の骨子

1、 汚職・不正を無くすために。

（1） 第２回不祥事再発防止対策評価会について（１２月１日開催）

1 委員会の公開とは　　②　委員の出席状況は

（2） 新設の水道修繕センターと事件後の入札について

2、 来年度予算の基本方針は。
（1） 社会的弱者（高齢者･障害者）の福祉を守る。

（２） 住宅リフォームに助成しないか

３、市内の緑と景観を守る。

（１）土地開発について「都市計画マスタープラン」の持つ意味は
（２）中高層の紛争予防条例は住民に役立っているのか

　　　　①　住民説明会について　②　消防用活動用地の考え方

４、税金は市民のために使う。

（１）子どもの医療費の無料化の年齢拡大と窓口無料化

（２）国保税の値下げ

（３）下水道料金の値下げ（浄化槽清掃費値上げ）

５、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）への参加について。

（１）市長の見解は

（２）桑名市の農業に対する影響は

住宅リフォーム助成制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅リフォーム助成制度は、住宅をリフォームしたい住民に自治体が一定額の補助をするものです。工事を地元の中小・零細建築業者に発注していくため、「建設不況」で仕事が減って困っている業者から歓迎されています。住民からも「助成制度のあるこの機会に思い切って家をリフォームしたい」と歓迎され、申請の動きが広がっています。地域経済の活性化への波及効果が大きく、全国に広がり、１７５の自治体で実施していることが全国商工団体連合会の調査でわかりました。　　　　　　　　　　　　　　　岩手県宮古市では総工費２０万円以上の工事に一律１０万円を支払う制度ですが、同市の世帯数のほぼ１割にあたる２３９７件（１１月１５日現在）が申請しています。この総工費が１０億７９３５万円となり、市では経済効果は４・５倍になるとみています。畳屋、塗装業など建築関連業も受注が増えており、波及効果が大きいことを示しています。この制度の実現のために、各地の日本共産党議員と民商、建設関係の労組、業界が連携して、自治体への申し入れや議会にたいする請願などの運動をすすめています。

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００６年にＡＰＥＣ参加国であるニュージーランド、シンガポール、チリ、ブルネイの４ヵ国が発効させた、貿易自由化を目指す

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E7%9A%84" \o "経済的の意味" 経済的

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E6%9E%A0%E7%B5%84%E3%81%BF" \o "枠組みの意味" 枠組み。工業製品や農産品、金融サービスなどをはじめとする、加盟国間で取引される全品目について関税を原則的に１００％撤廃しようというもの。２０１５年をめどに関税

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%85%A8%E5%BB%83" \o "全廃の意味" 全廃を実現するべく協議

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%8C%E8%A1%8C" \o "が行の意味" が行われている。１１月現在、すでに米国、オーストラリア、ペルー、ベトナム、マレーシアの５ヵ国がＴＰＰへ参加、次いで

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%93%E3%82%A2" \o "コロンビアの意味" コロンビアやカナダも

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%8F%82%E5%8A%A0" \o "参加の意味" 参加の意向を表明している。日本はこれまでＴＰＰに対する姿勢を明らかにしていなかったが、１０月に開かれた「新成長戦略実現会議」で、菅直人

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E9%A6%96%E7%9B%B8" \o "首相の意味" 首相がＴＰＰへの参加

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E6%A4%9C%E8%A8%8E" \o "検討の意味" 検討を表明した。しかしながら、ＴＰＰが原則として例外を認めない貿易自由化の協定であることから、コメをはじめ国内の農業・漁業は壊滅的な打撃を受けるとして反発する声も上がっている。（新語時事用語辞典より）
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危険な２３号線のアンダーパス　　　　　　　　　民家のすぐ横に１５階の高層マンション






